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多
く
の
法
人
で
は
、
雇
用
形
態
に
応
じ

て
就
業
規
則
を
作
成
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
有
期
の
雇
用
契
約
を
締

結
す
る
就
業
規
則
に
は
、
無
期
転
換
権
を

明
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職

員
が
無
期
契
約
へ
の
転
換
を
希
望
す
る
際

に
法
人
に
提
出
す
る
書
類
を
、
別
記
な
ど

で
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
職
員
に
の
み
適
用
さ
れ
る
就
業
規

則
を
作
成
し
て
い
る
法
人
で
は
、
無
期
転

換
し
た
職
員
に
、
ど
の
就
業
規
則
を
適
用

さ
せ
る
か
を
明
確
に
し
ま
す
。
雇
用
形
態

ご
と
に
労
働
条
件
に
差
が
あ
る
場
合
、
労

働
条
件
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
し
ょ
う
。

　

改
正
法
の
施
行
後
、
有
期
契
約
職
員
の

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

改
正
労
働
契
約
法
は
、
一
部
の
内
容
を
除

き
、
今
年
の
４
月
で
５
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
改
正
法
で
は
、
有
期
契
約
職
員

の
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
た
ル
ー
ル
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
無
期
転
換
権
と

雇
止
め
法
理
の
法
定
化
に
つ
い
て
、
今
後

の
実
務
的
な
対
応
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、

有
期
契
約
職
員
と
の
雇
用
契
約
を
通
算
５

年
を
超
え
て
更
新
し
、
そ
の
職
員
が
申
し

込
み
を
し
た
場
合
、
雇
用
契
約
期
間
を
無

期
に
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
図

表
１
）。
介
護
業
界
は
非
正
規
雇
用
職
員
が

多
く
、
こ
の
無
期
転
換
権
は
決
し
て
軽
視

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雇
い
止
め
に
つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。
雇
い
止
め
と
は
、
労
働
契
約
を
更

新
せ
ず
、
有
期
契
約
の
期
間
満
了
時
に
退

職
さ
せ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
期
間
が
満

了
し
た
ら
退
職
さ
せ
る
の
は
当
然
な
の
で

は
、
と
考
え
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
職
員
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
契
約
を

更
新
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た
矢
先

に
雇
い
止
め
さ
れ
、
職
を
失
う
事
態
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

事
実
、
雇
い
止
め
に
は
い
く
つ
か
の
判

例
（
最
高
裁
で
争
わ
れ
た
事
案
）
が
あ
り

ま
す
（
図
表
２
）。
こ
れ
ら
判
例
等
を
参
考

に
、
一
定
の
場
合
、「
労
働
者
保
護
の
観
点

か
ら
雇
い
止
め
を
無
効
と
す
る
」
と
い
う

考
え
方
が
法
律
に
明
記
さ
れ
た
の
で
す
。

　

労
働
契
約
書
の
契
約
期
間
に
関
す
る
事

項
で
、契
約
の
更
新
の
有
無
を
「
自
動
更
新
」

と
し
て
い
る
場
合
、
雇
い
止
め
は
ほ
ぼ
不

可
能
で
す
。「
更
新
す
る
場
合
あ
り
」
の
場
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テ
ィ
ン
グ
部
門

人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部

社
会
保
険
労
務
士

薄井  和人

有
期
契
約
職
員

雇
い
止
め
に
つ
い
て

介
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く
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家

や
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
の

う
え
進
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

60
歳
の
定
年
後
の
高
齢
者
を
、
嘱
託
職

員
と
し
て
１
年
契
約
で
雇
用
し
て
い
る
法

人
は
多
い
は
ず
で
す
。
今
後
、「
再
雇
用
後

合
、
更
新
基
準
を
設
け
る
こ
と
で
雇
い
止

め
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

契
約
職
員
に
対
し
て
人
事
考
課
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
結
果
を
一
定
程
度
以

上
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

人
手
不
足
の
介
護
業
界
で
は
、
雇
い
止

め
自
体
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
こ
と
で
す

が
、
な
か
に
は
「
法
人
の
ル
ー
ル
が
守
れ

な
い
」「
期
待
す
る
水
準
ま
で
成
長
し
て
く

れ
な
い
」
と
い
っ
た
職
員
が
い
る
の
も
事

実
で
す
。
雇
い
止
め
は
個
別
具
体
性
が
高

に
有
期
契
約
の
通
算
期
間
が
５
年
を
超
え

た
職
員
が
、
無
期
転
換
権
を
行
使
」
と
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
度
定
年
退
職
し
て
い
る
た
め
、

本
人
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、
雇
い
止
め

は
困
難
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

以
下
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

❶
第
二
の
定
年
制
を
設
け
る

　

無
期
転
換
し
た
高
齢
の
労
働
者
向
け
に

第
二
の
定
年
制
を
設
け
ま
す
。
最
近
で
は

70
歳
以
上
の
求
職
者
も
増
え
て
い
る
た
め
、

無
期
転
換
権
発
生
時
の
年
齢
に
応
じ
て
段

階
的
に
定
年
を
設
け
る
法
人
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

❷�

継
続
雇
用
の
高
齢
者
に
関
す
る
申
請
書

（
第
二
種
計
画
・
認
定
変
更
申
請
書
）
を

提
出
す
る

　

通
常
は
、
無
期
転
換
権
が
発
生
す
る
高

齢
の
労
働
者
に
つ
い
て
適
切
な
雇
用
管
理

計
画
書
を
提
出
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
特
例
と
し
て
定

年
後
に
再
雇
用
す
る
職
員
に
は
無
期
転
換

権
が
発
生
せ
ず
、
１
年
更
新
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
特
例

が
適
用
さ
れ
る
の
は
無
期
の
労
働
契
約
を

締
結
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
等
の
制
約
が

あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

有
期
契
約
の
無
期
転
換
は
、
有
期
契
約

労
働
者
を
雇
い
入
れ
て
い
る
限
り
永
続
的

に
発
生
し
ま
す
。
対
応
方
法
を
明
確
に
し
、

人
材
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
雇
用
と

無
期
転
換

介護経営術
激動
生き抜く

の
を時代

図表1　有期契約労働者の無期転換権

図表2　判例等からみる雇い止めの判断要素

（ア）契約期間が１年の場合の例

（イ）契約期間が３年の場合の例

１年 １年 １年

３年 ３年

５年

５年

１年 １年 １年

１年 １年

③無期労働契約

③無期労働契約

③無期労働契約

扌
締
結

扌
締
結

扌
更
新

扌
更
新

扌
更
新

扌
更
新

扌
④
更
新

扌
④
更
新

　
①
申
し
込
み

扌
④
更
新

　
①
申
し
込
み

　
①
申
し
込
み

扌
②
転
換

扌
②
転
換

扌
②
転
換

通算５年を超えて契約更新した労働者
が、その契約期間中に無期転換の申し
込みをしなかったときは、次の更新以
降でも無期転換の申し込みができます

（ア）�契約期間が１年の場合、５回目の契約期間が満了後、６回目の契約期間の初日から無期
転換の申し込み権が発生

（イ）�契約期間が３年の場合は、２回目の契約期間の初日から無期転換の申し込み権が発生
厚生労働省「労働契約法改正のポイント」より筆者改編

厚生労働省「有期労働契約の締結、更新及び雇止めに関する基準について」

判断要素 具体例

業務の客観的内容 ◦�従事する仕事の種類・内容・勤務の形態（業務内容の恒常性・臨時性、
業務内容についての正社員との同一性の有無等）

契約上の地位の性格 ◦�地位の基幹性・臨時性（嘱託・非常勤講師等）
◦労働条件についての正社員との同一性の有無

当事者の主観的態様
◦�継続雇用を期待させる当事者の言動・認識の有無・程度等（採用に際
しての雇用契約の期間や、更新ないし継続雇用の見込み等についての
雇主側からの説明等）

更新の手続・実態
◦�契約更新の状況（反復更新の有無・回数、勤続年数等）
◦�契約更新時における手続の厳格性の程度（更新手続きの有無・時期・
方法、更新の可否の判断方法等）

他の労働者の更新状況 ◦�同様の地位にある他の労働者の雇い止めの有無等

その他 ◦有期労働契約を締結した経緯
◦勤続年数・年齢等の上限の設定等


